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航空重力測定～新たに製作されたヘリコプター搭載用重力計

Aerogravimetry--A Newly-Manufactured Helicopter-Borne Gravimeter
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ヘリコプターによる重力測定システムの開発を行った。新しい重力測定システムの概要は次の通りである。 １）
重力センサーはサーボ加速度計型のものであるが、ドリフトを極めて少なくすることに成功した（２－３ｍｇａ
ｌ／月）。 ２）重力センサーの姿勢制御を行う水平安定台は 光ファイバージャイロである。 ３）ヘリコプターの
３次元位置測定は、ＧＰＳによって行うが、ＧＰＳ測位は、リアルタイムＤＧＰＳと、後処理型干渉測位が併用
される。使用ヘリコプターはBell-412型である。

我々は５年前より、海上重力計を改造し、固定翼機（セスナ機）を使用して航空重力測定の試験を行ってき
た。これら、過去に行った試験により、航空重力測定に関する技術や問題点を多く学んだが、結果的には成功し
たとは言えなかった。この経験を通して我々は航空機として固定翼機を使用することをやめ、種々の利点を持つ
ヘリコプターの使用に切り換えた。航空機は一般的に、機体運動による加速度が大きく変わるという特徴があり、
これが重力計に悪影響を与える。特に離陸と着陸の際にはそれが激しい。しかし、ヘリコプターの場合には、離
着陸の加速度変化を極力押さえることが可能でありさらに、自動車並みの低速、安定飛行ができるので、重力変
化の空間的な分解能をあげることができる。新しい重力測定システムの概要は次の通りである。

１）重力センサーはサーボ加速度計型のものであるが、ドリフトを極めて少なくすることに成功し（２－３ｍ
ｇａｌ／月）、地球潮汐の記録も可能になった。

２）重力センサーの姿勢制御を行う水平安定台は、大きなダイナミックレンジをもち、光ファイバージャイロ
によって制御される。従って、ヘリコプターの過激な姿勢変化に対しても、余裕をもってfollowすることが可能。

３）ヘリコプターの３次元位置測定は、ＧＰＳによって行うが、ＧＰＳ測位は、リアルタイムＤＧＰＳと、後
処理型干渉測位が併用される。リアルタイム測位ではジァイロなどの姿勢制御に使われ、１ｍの精度の測位が可
能である。一方、干渉測位は、後処理によってヘリコプターの機体加速度の補正に使うもので、５～１０ｃｍの
測位精度を持っている。

これらのシステムにより、当面、つくば～常磐沖の陸海境界域をフイールドとして測定実験を行なう。使
用ヘリコプターはBell-412型である。


